
地新 小笠高生考案のメニューが学校給食に

元の食材で笑顔の給食
せんがまち棚田CAMP

キャンプ

体験、田んぼでキャンプ

晴 第95回選抜高校野球大会　常葉大菊川高校初戦

舞台、最後まで奮闘した菊川球児

1 マシュマロを直火で焼く

1 9 奮闘した常葉大菊川の選手たち 10アルプス席から大きな声援を送る
11詰めかけた応援団へ一礼
～

2 棚田にテントが並ぶ新鮮な光景 1 おいしそうに食べる児童 2 おかわりをじゃんけんで争奪
21 12

　３月６日、小笠高校の生徒が考案したメニューが市
内の小中学校や認定こども園などの給食で提供されま
した。メニューは、市の特産品のメキャベツや豚肉を
使用した「たれ芽ンチキャツ」。小笠南小のクラスで
は、いただきますの挨拶をすると、おいしそうに勢い
よく食べはじめ、争奪戦になるほど大好評でした。
　給食中には、レシピを考案した高校生６人からのメッ
セージが放映され、メキャベツが全国で一番生産され
ていることや、健康にいいことを児童に伝えました。

　３月22日、常葉大菊川は千葉県の専大松
戸と対戦。初回に３点を失うも、その後は
堅実な守備で試合を運びました。相手を上
回る安打数や、積極的な盗塁など好プレー
が光る場面もありましたが、あと一歩及ば
ず、０対３で惜しくも敗退。悔しい結果と
なりましたが、大舞台で全力のプレーを見
せてくれた選手の皆さん、勇気と元気と感
動をありがとうございました！

　３月11日から12日にかけて、上倉沢にある棚田「せ
んがまち」で１泊２日のキャンプイベントが開かれま
した。市内外から７組24人が参加。棚田の雄大な景色
の中で、非日常の時間を楽しみました。日中は火起こ
し体験や焼きマシュマロの試食、竹のコップづくりな
どを体験。また、茶草場農法で育ったお茶と棚田のお
米を焙煎してほうじ茶や玄米茶をつくる体験も行われ、
参加者は、「せんがまち」ならではのお茶の風味を味
わいました。
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